




















































(卯~itHE4,)～C(p,d) 2^Al-d･pFEn"=lCnnm"(tn,E.,mI2td'1-p 恒n"=1Eo,n･S'･'(0)∑n"=1Ilm"(tn,Eo,mF2 (2)
と求まる.ここでC(p,d)はpとdにのみ依存する定数,a(+)(o)は自己エネルギーのゼロ点での値
である.また,vn(LJ)2-人2A(LJ/A)d~p/[1+(W/A)b]Cである.特に(p,b,C,d)-(1/2,1,1,1)は光
脱離を,(0,2,4,1)は水素原子の自然放出過程に対応する[8].上式右辺より,長時間において生存
振幅は漸近的にtの逆ベキで減衰し,そのべキ指数は形状因子vn(LJ)のゼロ点での振る舞いで完全
に決まっていることが分かる･これは2準位系での結果と全く同じである[7].しかし,従来の結果
と異なり長時間においても初期状態依存性((cnlnN=1依存性)が残る.この依存性は,エネルギー準
位分布(Eo,n)nN=1-の依存性と共に,tの逆ベキ因子の係数にのみ現れている.さらに解析を進め
ると,係数を最大にする特別な初期状態が存在することを示せる.また,逆にこの係数をゼロにし
てしまう特別な初期状態も存在する･この場合,漸近展開式(2)の次の項が支配的となり,式(2)と
は異なるベキ減衰形が現れる･この意味でベキ減衰形自身も初期状態に依存しているのであるlg].
有益な助言を下さった大場一郎先生 (早稲田大学)ならびに中里弘道先生 (早稲田大学)に感謝
します.また研究会会場において議論をして下さった皆様に感謝します.
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